
６年 理科 学習相談                  学研教育情報資料センター 
 

 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ       

小／理科／６年／生物と環境／ 

人と動物の体／理解シート 

 

 

筋肉は、
い

胃や
しんぞう

心臓などの
ないぞう

内臓をつくっていて、これら 

を動かしたり、
ほね

骨を動かす役目をしているのさ。 

きんに く

筋肉のはたらきや役目について、教えて 

■胃や腸をつくっていて、自動的に動く
ないぞうきん

内臓筋 

 体の中の筋肉は、３種類にわけられます。その一つは、胃や腸などの内臓をつく

っている筋肉で、内臓筋とよばれています。 

 胃や腸などの内臓は、筋肉でできていて、自分で動かそうとして動かすのではな

く、体のほうで勝手に動いています。食事をすれば、自動的に胃や腸がはたらいて、

食物を消化してくれますし、ねているときも、
はい

肺は
こきゅう

呼吸するために動いています。

   

■体を動かすのに大切な、骨を動かす
こっかくきん

骨格筋 

 もう一つの筋肉は、骨にくっついている筋肉で、骨格筋とよばれています。骨と

骨は、なん
こつ

骨とよばれるやわらかい骨でつながっていたり、関節でつながっていた

りします。骨にくっついている筋肉の、片側がのびて、反対側がちぢめば、うでを

曲げるなど、骨を動かすことができます。ゆかに落ちた物をつまみあげるには、こ

しやひざ、うで、手首、指などの骨にくっついた筋肉が、複雑なのびちぢみをして

いるのです。この骨格筋は、自分で動かそうとしたとき動く筋肉です。 

 

■ほかの筋肉とちがっている、心臓の筋肉 

 心臓は、骨格筋と同じ筋肉なのですが、 

動かそうとして動く筋肉でない点は、内臓 

筋と同じです。そのため、心臓の筋肉だけ 

は、
しんきん

心筋として、別にあつかわれます。心 

筋が休まず動き続けて、血液を全身に送っ 

ているので、生きていられるわけです。 

 

 

まがる
筋肉がちぢむ 

筋肉がのびる 骨 

 
＜うでをまげるときの筋肉の動き＞
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